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本日（８月２８日）、２学期の始業式を行い、元気な子どもたちの姿を見ることができま

した。７月２４日の終業式で約束した『３つの約束』（「いのち」、「時間」、「きまり」を守る）

を、しっかりと守ってくれたと思います。ご家庭での支援に感謝します。 

本日の始業式では子どもたちに充実・発展の２学期にするために『守・破・離』の話をし

ました。ご存じの方も多いとは思いますが、『守・破・離』とは、茶道や剣道などにおける

修行の段階を表現したものです。そもそもは、戦国時代の茶道の大成者・千利休の教え『利

休道歌（りきゅうどうか・利休百首とも）』の一首より引用されたものだといわれています。 

『規矩（きく）作法 守り尽くして破るとも 離るるとても本（もと）を忘るな』 

冒頭の「規矩」とは、規則や手本のこと。稽古や修行の最初は、お手本を真似ることから

始まります。お手本通りに稽古を重ね、やがて独自の境地に達するけれども、基本をおろそ

かにしてはいけない、という意味の句です。 

「守」【１学期】は、修行や稽古のいちばん最初の段階です。教えられた型どおりに忠実

に型をなぞることが全ての基本となります。 

「破」【２学期】は、もう一段階進み、基本を守りつつそれを発展させ自らの技を研鑽す

る段階です。 

「離」【３学期】は、独自の道を究めひとつの流派を確立させるまでになります。 

「破」や「離」の段階になろうと、初めに習った基本を忘れてはならないと説いています。 

１学期は新しい学年になり、しっかりと学習や生活の決まりを守りながら頑張りまし

た。２学期は、学習や生活の決まりを守りながらも１段階進み、自分自身の夢や目標に

向かって、向上心を持ち、自分自身の限界を破り、大きく成長してくれることを期待し

ています。２学期も地域、保護者の皆様のご支援をよろしくお願いします。 


